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ワイン用ぶどうとしての "甲州"の系統選抜
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Abstract

ThecharacteristicsofaJapanesegrape,theKoshuwithsix-clonescollected

weretestedinordertoselectmoresuitablegrapesforwlne-grapeVine.

RipeningchangesofOBrlX,pH,titratableacidity,glucoseandfructosecontents,

tartaricandmallCacidcontentsofthegrapeJuice,togetherwlththecharacteristics

ofspikeandcluster,andthevJine-qualltyWereinvestigatedforKoshu-sIXIClone
in1987.

Thelengthofspikeandthenumberofflowerbudsof'Koshu-six-clonewere

140-162mm,(average152mm ),and343-438buds,(av.399buds),respectively,atflo-

weringstage.

AtfullmaturityinmidOctober,theOBrixextentofthegrapeJuiceofKoshu

-SIX-Clonewas17.3-20.50Brix,(av.19.30BrlX),thepHvalueofthejuicewas3.18

-3･52,(av･3･34),thetitratableacidityofthejuicewas0.417-0.649%,(av.0.586%),the
glucose-fructoseratiosandthetartaric一malicacldratioswere0.93-1.00,(av.0.97),

andi.87-3.33,(av.2.54),respectlVely,forKoshu-sixIClone.

Atthesametime,theclusterweightsandtheberryweightswere254-368g,

(av.306g),and3.2-4.5g,(av.4.1g),respectively,forKoshu-six-clone.

ThesensoryimpressionsoftheaftertastesofthewinesmadefromKoshu-six-

clonewereasfollows.TheYU-1winehadahlghqualitywithvarietalaroma,

andtartlntaste. TheMEwinewasstronglyvarietalinaroma,butwasnot

hormoniousinbody. TheFJ,YU-2andAIwineswereordlnarylnquality,in
aromaandtaste.

ThisstudylStObecontinuedforseveralyears.

山梨県特産の "甲州"ぶどうは,栽培が始まって

800年以上にもなるとされている長い歴史を持つ日

※現在,エースコック株式会社

本の代表的ぶどうで,甲府盆地の気候風土に適した,

栽培が極めて容易な品種である1).山梨県で生産さ

れる "甲州=･の80%近 くがワイン用に仕向けられて

おり2),一日本の唯一のワイン用品種 とも言え,大切に
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しなければならない品種 と考える.

"甲州''ぶどうから造 られるワインは,残念なが

ら,酸度が低 く,香 りが蒔 く, 酒質は穏やかである

が腰のないものとなっており,最高級ワインとは評

価されていない. "甲州"ぶどうを名実共に, 日本

の代表的ワイン用ぶどうと位置付けるためには,ワ

イン用原料 としての立場を重視 して,優良系統を選

抜する必要があると考える.

一方,昭和43年,"甲州"ぶどうに果汁糖度の著

しく低下する現象,ウイルス病の ｢昧なし果｣が発

見 され3),以後 "甲州''のウイルスフリー化の努力

がなされてきた4).現在,ウイルスフリー首の普及

と栽培が一般化しつつあるが,配布されている "甲

州"ゥィルスフリー首は,全県で2系統に絞られて

おり5), ミクロクリマ (微少気候)や土壌条件の違

いにより,晶質に差の生 じるぶどう栽培において,

それぞれの土地で適系統のウイルスフリー株を選抜

することが望ましく,そのためには優良な系統を数

多くウイルスフリー化する必要がある.

また,現在のウイルスフリー株には,なんらのウ

イルス再感染防止策が取 られておらず,この際,過

ればせながら,弱毒ウイルスの干渉作用を利用した

防止策を考えておかなければならない.この場合,

利用される弱毒ウイルスは,ほとんど病徴を示さず,

収穫量の減少や品質の低下をもたらさないこと,対

象とするウイルスに対 して,確実 ･完全な干渉作用

を持つこと等々の性質を備えていることが必要 とさ

れている6).このような性質を備えた弱毒ウイルス

の選抜も必要 となっている.

本研究は,ウイルスを保毒 しているが,優良母樹

として各所で選抜された系統のうち,当試験地で 5

年生樹以上 となった 1､甲州"6系統を試験材料に,

諸性質 と果汁成分の経時的変化を調べ,ワイン用原

料 としての立場を重視 して,収機適期の果汁糖度が

20度以上,果汁酸度が06%以上の優良系統を選抜

することを目的とし,加えて,選抜された優良系統

をウイルスフリー化の材料 とすること,また弱毒ウ

イルス選抜の材料 とすることも目的として調査を行

･･･,た.

本報告は,その途中経過 として1987年の結果につ

いて報告する.

材料及び方法

1.試験樹について

山梨大学工学部附属発酵化学研究施設ぶどう育種

試験地 (甲府市塚原町)に植栽 している5年生樹以

上 となった "甲州" (VitisvimfeylaLinn.cv.Ko-

shu)の 6系統 と,参考 として｢味なし果｣(YU-3)

としている系統を用いた.

この 6系統は,いずれ も山梨県内のワイナ リー

(AIおよびME系), あるいはぶどう栽培農家 (FJ
およびYK系)が優良母樹 として選抜した系統で,

ウイルスフリー台SO4(SelectlOnOppenheimNo.
4)に接木したもの,それに台木名ははっきりして

いないか当試験地で植栽 している い甲州''から選抜

した系統 (YU-1およびYU-2系)である.

いずれの系統もリーフロ-ルウイルスを保毒 して

おり, ｢昧なし果｣‡紺まフレックウイルスも保毒 し

ていた.

栽培は,こく一般的な管理で,通常の病虫害防除7)

で傘掛け,袋掛けなどは行っていない.

2.花穂および果房調査

供試 "甲州"6系統および ｢味なし果｣樹の花穂

長および花音数の調査は,開花始めの1987年 6月2

日,各系統から平均的な花穂 5穂を採取 して計測,

平均値を算出した.着粒数の調査は,開花終了 2週

間後の6月19日,各系統から平均的な果房 5房を採

取 して計測,平均値を算出し,花菅数に対する着粒

率を算出した.

果房重および果粒重は,収穫適期 と思われた1987

年10月16日,各系統から平均的な果房10房を採取 し

て,果房重は10房重を測定 して平均値を算出,果粒

重は各果房から5粒,10房から50粒を採取 して,50

粒重を測定して平均値を算出した.

3.果粒の採取

経時的果汁成分変化を調査するための果粒の採取

は,開花終了2週間後に,各系統樹から60房を無作

為に選び,供試樹が複数以上の系統については供試

樹をかえながら,一連番号をつけ,7月初旬から10

日ごとに,毎回果房の上,中,下から3粒ずつ, 9

粒,10房から合計90粒を採取 した.第1回目の採取

は,果房番号 1-10,第2回目の採取は6-15-･

と半数更新 した.

4.果粒径および果粒重の測定

果粒径は,採取 した90粒のうち,無作為に40粒を

避び,その短径 (横径)をノギスで測定し,平均果

粒径を算出した.果粒重は,採取 した90粒の全果粒

を電子天秤で測定 して,平均果粒重を算出した.

5.果汁の調製

採取 した果粒を5%酢酸水で洗浄,続いて水道水

ですすぎ,綿布でふき取 り, ミキサーで種子をつぶ

さない程度に破砕 して,これを綿布で搾汁し,さら
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に遠心分離器で3,000rpm,10分間遠沈,上澄液 を

分析用果汁として用いた.

6.果汁の一般分析

Ⅰ)果汁糖度 デジタル屈折糖度計 (アタゴDBX-

50)で測定 した.

ⅠⅠ)果汁酸度 フェノールフタレインを指示薬 とし

て,1/10N-NaOHで滴定,酒石酸量として算出

した.

In)果汁pH ガラス電極pHメータ- (TOA,HM

-5B)を用いて測定 した.

Ⅳ)ブ ドウ糖および果糖の定量 高速液体 クロマ ト

グラフ (島津LC-3A)で,糖分析用カラム (島

津SCR-101N)を用い,移動溶媒 として蒸溜水

を用いて分離,示差屈折検出器 (Shodex RI,

SE-51)を用いて測定 した.

Ⅴ)酒石酸およびリンゴ酸の定量 Ⅳ)同様に有機

酸分析用カラム (島津SCR-101H)を用い,移

動溶媒 としてpH3.00リン酸液 を用いて分離,

紫外分光光度計検出器 (島津SPD-2A)210nm

で測定 した.

7.ワインの醸造と一般分析

収穫適期 と思われた1987年10月16日,各系統から

20kgのブ ドウを収穫 し,骨法8)に従 い, ワインの

醸造を行った.

試醸ワインの一般分析は,ビン貯蔵半年 目の1988

年 4月,それぞれ骨法9)により行い,あわせて利き

酒試験を行った.

結果および考察

1.1987年の気象条件

当ぶどう育種試験地における1987年 4月から10月

のぶどう生育期の気温, 日照時間,降水量の平年値
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Fig.1,Comparisonofmeteorologicaldatawith

normalvaluesforKofu,Yamanashi

Prefecture,in1987,

比較をFig.1に示 した.なお,平年値および日照時

間の資料は,甲府地方気象台の ｢山梨県気象月報｣10)

によった.

気温は,いずれの月も平年値を1- 2℃上回ると

いう,過去にあまり例のない傾向で推移 していた.

日照時間は,いずれの月においても平年値を上回

り,特に開花期の6月の日照時間は 208時間,平年

値の 154% と多く,また果粒の肥大および成熟に関

係する7月から10月の日照時間を取ってみても,608

時間,平年値の 113%と多くなっていた.

降水量は,いずれの月においても平年値を下回っ

ており, 7月の降水量は66mm,平年値の50%, 8

月は35m ,28%と少雨 ･乾燥気味で,果粒の肥大

には影響があったのではないかと思われた.果粒の

肥大および成熟に関係する7月から10月の降水量は

297… ,平年値の57%とめずらしい少雨であった.

日照時間が多かったこともあって,糖の増加は順

Table1.CharacteristlCSOfspikeandclusterofKoshu-six-clonevines.
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調で,降水量が少なかったこともあって,病害はほ

とんどなく,1987年は,ぶどうにとって近年めずら

しいと表現できるほど良い年であった.

2.花穂および果房調査

供試 "甲州''6系統と,参考としての｢昧なし果｣

系 (YU-3)の,開花始め時の花穂長および花菅数,

着果後の着粒数および着粒率,収穫適期の果房およ

び果粒重の調査結果をTablelに示した.

供試6系統においては,花に関する特性11),たと

えば花穂の形,花穂長,花菅数,膏の大きさ,両性

花あるいは単性花であるかの花の性,花穂の着生,

開花等の時期,着粒数および着粒率などには,ほと

んど差はなかったが,ここでは花穂長,花菅数,着

粒数について記述する.

開花始めの6月2日の花穂長は, 6系統の平均が

152nm ,最も長い花穂長はYU-2系の 162… ,最

も短い花穂長はFJ系の 140m であった.それぞれ

の系統で調査 した5穂の花穂長値のばらつきから考

えて, 6系統間で違いがあるといえるほどの差では

なかった.

花菅数は,6系統の平均が 399個,最 も多い花菅

数はAI系およびYU-2系の438個,最も少ない花菅

数はME系の343個であった.調査 したそれぞれの

系統の5穂の花菅数のばらつきからみても,AIお′よ

びYU-2系は花菅が多い系統,MEおよびFJ系は花

菅が少ない系統といえるが,ぶどう品種間の花菅数

の違いからみると,大きな違いとまではいえず,系

統の違いを示す数値ではなかった.

着果後の6月19日の着粒数は, 6系統の平均が70

粒,最も多い着粒数はYK系の92粒,最 も少ない着

粒数はAIおよびYU-1系の62粒であった.YK系は

明らかに着粒数の多い系統であったが,他の 5系統

にはほとんど違いはなく,系統差 とはいえなかった.

花菅数に対する着粒数から計算した着粒率は,6

系統の平均が17.8%,YK系が23.4%で,他の系統

にくらべて高い着粒率を示していたが,これも花音

数と同様,ぶどう品種間の着粒率の違いからみると,

系統間の大きな違いとまではいえなかった.

収穫適期 と思われた10月16日の供試 6系統の果房

室は,6系統の平均が 306g,最も大きな果房はYU

-2系の368g,最も小さい果房は FJ系の 254gで,

その他の4系統の果房は平均値に近い値であった.

果粒重は,6系統の平均が4.07g,最 も大 きい果

粒はYU-1.系の4.52g, 最も小さい果粒は YK系の

3.16gであった.果粒の大きい系統としては,4.5

g前後を示したAI,YU-1,YU-2系の3系統,果粒

の小さい系統としては,3.2g程度のYK系と,はっ

きり区別できた.いずれにしても, "甲州"の果粒

は,ヨーロッパ系のワイン用品種の果粒の 2g程度

にくらべて,大きい果粒であった12-15)

3.果粒径および果粒重の変化

供試 ■̀甲州''6系統の果粒径および果粒重の経時

的変化をFig.2に示した.

それぞれの系統の開花始めは6月2日,盛花期は

6月5日で,系統の違いはほとんどなかった.また

果粒生育相にもほとんど違いは見られず,7月中旬

までが生育第1期 ･迅速生長期で,7月下旬から8

月上旬にかけて第ⅠⅠ期 ･硬核期がみられた.8月中･

下旬がベレーゾンで,9月上旬には日当りの良い果

粒から着色がはじまっていた.

8月下旬からの第ⅠⅠⅠ期 ･着色成熟期の果粒肥大の

程度に,それぞれの系統で少し差がではじめ,大き

な果粒 と小さな果粒 とでは,果粒径で2m町程度,

果粒重で1.0-1.5g程度の差がみられた｡
果粒が最大値に達する時期は, 6系統でほとんど

違いはなく10月中旬で,経験的にみても10月中旬が

収穫適期と思われ,10月16日を収穫適期として,令

種調査およびワインの醸造を行った.

収穫適期の10果房の平均果房重は, 6系統の平均
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が306g,YU-2系が一番大きく368g,FJ系が一番

小さく254g,その差 114gであった.

果粒重においては,10月16日に各系統10房を採取

して,1房から5粒,合計50粒から計測した果粒重

と,経時的に計測している果粒重とでは,数値的に

わずかな差はみられたが,果粒の大きな系統 と小さ

な系統の区別ははっきりしていた.10月20日に経時

的に計測した果粒においては,大きな果粒の系統は

Al糸(径が19.0mm,重が4.9g),YU-1系(径が19.0

mm,重か4.8g),YUl2系 (径がlJ岳.らrrm,重が417'

g)の3系統で, 小さい呆粒の系統はYK系 (径が

175m ,重が3.4g)で,参考とした ｢味なし果 ｣

YU-3系 (径が17.3… ,重が33g)も小さい呆粒

に属した.

果粒の経時的変化,収穫適期の果房重および果粒

重は,樹令によっても,また気象条件による着粒数

の多少や,肥大程度によっても変化するもので,今

後の継続した調査の結果で,果粒に関係する数値が

系統別の特徴となり得るものかどうか判断できるも

のと思われる.

4.果汁糖度 (OBrix)の変化

供試 ､̀甲州''6系統と ｢味なし果｣系の果汁糖度

の経時的変化と,9･10月期の果汁酸度の変化とを

合わせてFlg.3に示した.

2
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Fig.3.Seasonalchangesin OBrixandtitrata-
bleacidltyOfKoshu-slX-Clonefruit]u-
icesin1987.

完熟期における果汁糖度にはばらつきが見られた

か,果汁糖度の増加曲線には,供試 6系統で,他の

ワイン用品種の品種間でみられるような大きな差は

なかった12-15)

8月上旬の第ⅠⅠ期 ･硬核期までは,いずれの系統

も50BrlX以下を示 していたが,この時期,このよ

うな値で屈折糖度計の示度にあらわれる主成分は,

有機酸類がほとんどで,化学分析による還元糖量は

1%以下であった.

いずれの系統も8月中旬にベレーゾンがみられ,

これを境に,果汁糖度15度までは,10日間で3-5

度と急激な増加を示していた.

果汁糖度が15度ラインに達する時期は,ME,FJ,

YU-1およびYU-2の4系統が9月上旬と早 く,AI

系が9月中旬に,一番遅いYK系は9月下旬であっ

た.参考として調べた ｢昧なし果｣YU-3系は15度

以上には達しなかった.18度ラインには,ME,FJ,

YU-1の3系統か9月下旬に,AI,YU-2系は10月

上旬に達 していたが,YK系は10月下旬になってや

っと達 した.

収穫適期と思われた10月中旬に果汁糖度が20度以

上になった系統は,Table2にも示してあるように,

ME系とFJ系の2系統だけで,AI,YU-1,YU-2

系は19度前後,YK系は17度であった.

いずれの系統も,各所で優良母樹として選抜され

たこともあり,通常の "甲州''の果汁糖度15-16度

より高い値を示していた.

しかしながら,ワイン用原料として,果汁酸度の

しっかりしている "甲州''を希望する立場からみる

と,果汁糖度が20度以上に達 したMEとFJ系の果汁

酸度は,10月上旬すでに0.5%以下と低 くなり,10

月中旬には0.4%程度にまで低下しており,果汁糠

度と果汁酸度のバランスを欠くものであった.これ

らの系統は,優良母樹として選抜する段階で,果汁

糖度のみを重視 して,選抜したのではないかと推察

される.

当試験地で植栽している "甲州''の中から選抜し

たYU-1およびYU-2は,果汁糖度に加えて,果汁酸

度も重視して選抜したこともあって,収穫適期と思

われた10月中旬において,果汁糖度は19度前後であ

ったが,果汁酸度は0.6%以上を保っていた.

果汁糖度の数値 と果汁酸度の数値はそれぞれの系

統の特徴とすることが可能と考えられる.

5.果汁酸度および果汁pHの変化

供試 "甲州=6系統の果汁酸度および果汁 pHの

経時的変化をFlg.4に示 した.

はじめに果汁酸度の変化であるが,供試 6系統の
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酸度曲線には,他のワイン用品種の品種間でみられ

るほどの違いはなかった 12-15) いずれの系統の

果汁酸度も 7月下旬から 8月上旬に最大値 を示し,

8月中旬にベレーゾン,ベレーゾンを境に10日間で

Ju ly Aug _ Sep _ O ct -

Fig.4.Seasonalchangesintitratableacldlty
andpH ofKoshu-six-clonefruitjuices
in1987.

1%以上の速度で減少し,果汁酸度が 1%程度 とな

る9月上旬から,その減少速度が鈍 り,収穫期 と思

われる10月には0.4-07%の果汁酸度 となった.

Fig.3に9･10月期の果汁酸度の変化を拡大 して

示 してあるが,収碓適期 と思われた10月中旬の果汁

酸度は,YU-1およびYU-2系は0.6%ラインを上回

っており,AIおよびYK系は05%ラインをわずか

に下回り,果汁糖度が20度以上を示 したMEおよび

FJ系は04%をわずかに上回る程度の低い果汁酸度

であった. 供試 6系統の中では,果汁酸度 の高い

YU-1とYU-2系,果汁酸度の低いAI,YK,ME,

FJ系と区別できた.

次に果汁pHの変化であるが,果汁pHは,果汁弛

度が 1%を下回る9月中旬までは,供試系統間であ

まりばらつきもなく推移 していたが, 9月中旬を噂

に,常軌的であるが,果汁酸度が低い系統のpH は

高 く,果汁酸度の高い系統のpHは低 くなっていた.

収碓適期 と思われた10月中旬における各系統のpH

は,3.5以上を示したFJ系,3.4台のME,AI,YK

系,3.3台のYU-1系,3.1台のYU-2系であった.

しかし,YU-2系のpHが果汁酸度からみて3.1台 と

低い値を示したが,pHの緩衝作用に影響す るKイ

オンやポリフェノールの量が他の系統よりも少ない

のではないかと推察される16).

6.果汁中のブ ドウ糖/果糖および酒石酸/ リンゴ

酸の変化

供試 'L甲州"6系統の果汁中のブ ドウ糖/果糖お

よび酒石酸/ リンゴ酸のベレーゾン以降の変化を,

Fig.5に示 した.

∩～3
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●
▲
■

G l u cose/F ru cto S e l･0

S e p _ O c t _ s守 p - O ct _

Flg･5･Seasonalchangesinglucose/fructoseandtartaric/mallCacidratiosofKoshtl-
six-clonefrultJuices.Periodofobservation:AugustthroughOctober1987.
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はじめに,ブ ドウ糖/果糖 (G/F値)の変化で

あるが,一般に,ぶどう果汁中のブ ドウ糖および果

糖含量は,ベレーゾン直後ではブ ドウ糖含iILの方が

果糖含量より多く,G/F値は 2以上 となっている

か,成熟が増すに従い果糖含量が増加 し,G/F値

は 1に近 くなる17).すなわちグルコース含量 と果糖

含量がほぼ同程度 となる.完熟期においては,品種

によってG/F値が 1_より大きくなる品種,ほぼ 1の

品種, 1より小さくなる品種 と区別される.もちろ

ん,この値は栽培地の土壌状態,気象条件によって

違いは出てくるか,その土地における品種の特徴 と

して利用できる値 とされている17).

供試 6系統のG/F値は,Table2にも示してある

ように,ブ ドウ品種の品種間でみられるような大き

な差はなく12-15), 収碓 適期 と思われた10月中旬

において, FJおよび YK 系は lよりやや低 く0.95

程度であったが,その他の系統ではYU-_1系が098,

AI系か0.97,MEおよびYU-2系が1.OOて,全系統

ともグルコース含量と果糖含量にあまり大きな差は

なかった.

このG/F値が.系統間の追いとして,系統の特

徴 として利用できる数値であるかどうかは,今後の

継続した調査結果によるものと考えられる.

次に酒石酸/ リンゴ酸 (T/M値)の変化である

が,一般に,ぶどう果汁中の酒石酸およびリンゴ酸

倉見は,ベレーゾン直後では酒石酸含iitとリンゴ酸

含量がほほ同程度で,T/M値は 1程度であるが,

それ以降は リンゴ酸含量が急減して,T/M値は上

昇の一途をたどる.この値 も栽培地の気候により同

じ品種でも,特に寒冷地においてはベレーゾン以降

の リンゴ酸の減少が少なく,T/M値の上昇は純 く

なり,違いはてるか,その土地における品種間の特

徴を表わすには適当な値 とされている18).

供試 6系統のT/M値は,生育初期にはほとんど

系統間で違いはなく推移 していたが,8月下旬から,

それぞれの系統の特徴を表わし,曲線にも違いがで

てきた.収穫適期 と思われた10月中旬のT/M僅は,

Table2にも示してあるが,T/M 値か 3以上を示

したAI系 (酒石酸含量052%,リンゴ酸含量0.17%,

T/M値3.06)とME系 (酒石酸含量0.50%, リ

ンゴ酸含量015%,T/M値333),T/M 値 が 2

程度を示 したFJ系 (酒石酸含量0.46%,リンゴ酸含

量0.22%,T/M値2.09),YU-1系 (酒石酸含量

0.56%, リンゴ酸含量030%,T/M値1.87),Y

U-2系 (酒石酸含量0.62%,リンゴ酸含量028%,T

/M値2.21)に区別でき,酒石酸含量にくらべてリ

ンゴ酸含量が特に低い系統 と,比較的高い系統がみ

られわ.

このT/M値が,系統間の特徴を表わす数値であ

るかどうかは,今後の調査結果によると考えられる.

尚,果汁中の有機酸の走性 ･定量は,液体 クロマ

トグラフによるが,この場合,果汁中に存在する色

々な型別には定量できず,結合酸 (有機酸のカルボ

キシル基の全部が塩の型になっている)および半結

合酸 (カルボキシル基の一部が塩,一部が遊離型に

なっている)も全て遊馳酸の型として定量される.

そのため滴定によって求める果汁酸度より,仝有機

酸量の方が高い値 となっている.型別の分析法の開

発がのぞまれるところである.

7.ワインの醸造および利き酒結果

収穫適期 と思われた1987年10月16日に,それぞれ

の系統樹から20kgのぶ どうを収穫 して,ワインの

転達を行った.Table2に各系統のマス トの一般分

析値を示 した.

Table2.GeneralanalystsOfthemustoftheKoshu-sIXICloneberrleSatfullmaturitylnmidOctoberof1987

Titratable Glucose Fructose TartarlC MallC

clone OBrlX PH 謁 )dlty 冒;n)tent Fgon)tent G/F ca.C:dt｡nt(%)ca.cLdt｡nt(%) T/M

1

2

3

,｡

m

YK

ル
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Table3 Generalanalysisofthewinesmadefrom theKoshu-six-Cloneberriesatfullmatunty
inmidαニtOberof1987

SpeclflC Alcohol Extract Total Volatlle
gravity content (g/100ml) pH acldity acidity

(vol.%) は/100ml) は/100ml)

】

l

-

山

ME

FI

YU

YU

YK

yU

0

5

6

5

8

0

3

9

CO

dr

OO

5

nU

9

7

5

9

2

1

3

8

5

0

8

9

0

7

6

5

5

5

6

7

5

6

0

0

0

0

0

0

0

4

3

5

1

3

0

0

5

8

0

1

8

7

7

供試 "甲州"6系統の果汁糖度は,平均19.3度,

MEおよびFJ系は20度以上,AI,YU-1およびYU-

2系は19度前後,YK系はやや低 く17度台であった.

果汁酸度は,AI,ME,FJおよびYK系の4系統

が015%以下と低 く,野に果汁糖度が20度を越して

いたMEおよびTJ系の 2系統は果汁酸度が0.42% と

0.44%と,ワイン原料としては低酸度であった.一万,

-YU-1およびYU-2系の 2系統は果汁酸度が0.6%以

上で,果汁糖度も19度前後で,酸のしっか りしたワ

インが期待された.

ワインの穣造は,完全発酵させ, ドライなワイン

とすることとし,アルコール膿度の差が利き酒に影

響をあたえないため,全系統の果汁に22度まで補糖

して発酵させた.発酵終了後,おり引き,半年の間

ビン貯蔵して,ワインの一般分析および利き酒試験

を行った.Table3に各系統のワインの一般分析値

を示した.

それぞれの系統のワインは,ほぼ目的どうり,比

重が 0.990前後,アルコール度は12%台,エキスは

2以下で,還元糖をはじめとした還元物質も2g/

100ml以下で, ドライなワインに仕上げることがで

きた.ワインpHはマス トpHとほとんど変 りなく,

総酸はマス トの酸度より0.1%程度高 くなっていた.

揮発酸は0.05%程度と発酵も正常で,遊離亜硫酸は

分析時にはほとんど残っておらず,ワインの色はY
U-2系ワインが他の系統ワインにくらべて,分析的

にはやや濃い目であったが,酸化褐変もなかった.

コメントを付けた5点法評価 (パネル5名)(1が

倭,3が普通,5が悪い)の利き酒試験結果は,Y

U-1系ワインが評点 2.1,甲州 らしいアロマ も強

く,酸もしっかりしてバランス良 く,高い評価を受

けた.次いで,ME系 ワインが評点 2.3,アロマ

高 く,香の面では優秀な系統であると思われるが,

酒質において腰の強さが不足していて,あっさりし

た味で,果汁酸度の低いことが影響しているように

思 われた. FJ糸 26,YU-2および AI系ワイン

が評点 2.8, いずれも中庸 ･平凡であった.YK
系ワインが評点 3.6でやや不良,参考の ｢味なし

果｣系ワインが評点 4.2 で不良であった.

今後も継続したワイン醜造 と利き酒試験が必要と

考えられた.

要 約

…甲州"の優良母樹として選抜された系統のうち,

1987年に5年生樹以上となった6系統の経時的果汁

成分変化を中心に,ワイン用ぶどうとしての特性を

調査し,以下の途中結果を得た.

開花始め時の花穂特性は, 6系統で大きな違いは

なく,花穂長は 140- 162m (平均 152m ),花

菅数は343-438個 (平均 399個)であった.

10月中旬の収穫適期の果汁糖度は17.3-20.50Br-

1Ⅹ(平均19.30Brix),果汁pHは3.18-3.52(平均

3.34),果汁酸度は0.417-0.649% (平均0.586%),

ブ ドウ糖/果糖値は0.93-1.00(平均0.97),酒石

酸/ リンゴ酸値は1.87-3.33(平均2.54),果房重

は254-368g(平均306g),果粒重は3.2-4.5g(辛

均4.1g)であった.

果汁糖度の高い系統(ME系20.50Brix,FJ系20.2

0Brix)は果汁酸度が低い (ME系0.417%,FJ系

0.437%)傾向にあった.

ワインの晶質においては, YU-1系ワインは "甲

州"らしいアロマも強く,酸味もしっかりしていて

優良で,ME系ワインは "甲州''らしいアロマがす

ぼらしかったが,酸味がうす く,調和に欠けていた.
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FJ,YUT2,AI系ワインは否も味も中庸 .平凡で,

YK系ワインはやや不良, ｢味なし果｣YU-3系ワイ

ンは不良であった.

今後も継続 した調査が必要 と思われた.
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